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音楽家に音響性聴器障害が疑われる事例が報告されている。将来、音楽科の教員になる者は音楽による
音響外傷の知識を深め、聴器障害への予防措置について教育を行う責務がある。そこで第 1段階として、
学部教育段階で聴器障害を疑う事例があるかどうか、EHF（Extend High Frequency）帯を含めた聴力と
DPOAEで検討したので報告する。
【対象と測定項目】
大学の教員養成課程にて音楽を専修している学生 13名（20～22歳）と、対照群として楽器演奏経験が

ない同年齢帯の学生 12名。DPOAEについては音楽専修群 11名、対照群 9名。125～8kHzの 1oct.間隔
に 3kHzを加えた通常の周波数帯（CF : Conventional Frequency帯）のオージオメータによる測定と、DA
アンプ内蔵のハイレゾヘッドホン（ATH―D900USB）を用いた 10k～20kHz間の 2kHz間隔 6周波数の閾
値測定。DPOAEは 500、1000、1500、2000～10000Hzの 1000Hz間隔を F2とした 12周波数での SN比
を求めた。
音楽専修群には、主に演奏する楽器、経験年数、演奏形態（集団 or個）、練習頻度による「演奏経験」

と、対照群を含め全員を対象として、イヤホン等を使用した音楽の聴取頻度（週回数と 1日あたりの時間
数）を問い、想定 dB値、頻度、年数の積として「聴取習慣」を求め、聴力閾値、DPOAEの SN比との
相関を求めた。
【結果】
音楽経験群と対照群の比較において、1）聴力閾値については、250Hzと 18kHzは音楽経験群が有意に

良い閾値であり、他の周波数については差を認められなかった。2）DPOAEについては、9kHzは音楽経
験群が有意に良い SN比が得られたが、他の周波数については差を認められなかった。3）演奏経験と聴
力との関係では、2kHzでは演奏経験が長いほど良好な閾値となり、125Hz、250Hz、8kHzでは演奏経験
と聴力低下に相関が見られた。また、10kHzにおいて演奏経験の長さと SN比の低下に相関が見られた。
4）聴取習慣と閾値の相関では、16kHz、18kHzで聴取習慣が長い者が良い閾値を得ており、聴取習慣と
SN比にはいずれの周波数においても相関が見られなかった。
【結論】
予想に反して学部段階では音楽専修群の聴力にダメージは見られなかった。このことから、聴力保護に

対する動機付けをどのように形成するかに課題があると考えた。
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